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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、好中球NADPHオキシダーゼの47 kDaの細胞質サブユニットです。このオキシダーゼは多成分酵素であり、活性化されるとスーパーオキシドアニオンを生成します。この遺伝子の変異は慢性肉芽腫症と関連付けられています。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：NCF1遺伝子の欠陥は、常染色体劣性シトクロムb陽性1型（CGD1）慢性肉芽腫症の原因です[MIM:233700]。慢性肉芽腫症は、好中球と食細胞が摂取した微生物を殺傷できないことを特徴とする、遺伝的に不均一な疾患です。患者は生命を脅かす細菌/真菌感染症に苦しんでいます。,機能:NCF2、NCF1、および膜結合型シトクロム b558 は、潜在性 NADPH オキシダーゼ (スーパーオキシドの生成に必要) の活性化に必要です。,オンライン情報:NCF1 欠損データベース,類似性:1 つの PX (phox 相同) ドメインを含みます。,類似性:2 つの SH3 ドメインを含みます。,サブユニット:NOXA1 と相互作用します。,
	研究分野
	ケモカイン;Fc ガンマ R を介した貪食;白血球の内皮透過性遊走;
	画像データ
	

	UV 15‘処理したCOS7細胞およびA549細胞のライセートを、好中球細胞質因子1（リン酸化Ser304）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

